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－１０９－ 

再    開  （午前  ９時００分）  

 

○委員長（山口昌亮）  

 皆さん、おはようございます。昨日に引き続き、御苦労さまです。  

 ただいまの出席委員は６名で、定足数に達しておりますので、これより予算

審査特別委員会を再開いたします。  

 それでは、直ちに会議を開きます。  

（ブー）  

○委員長（山口昌亮）  

 これより議案第１７号  平成３１年度平群町住宅新築資金等貸付事業特別会

計予算についてを議題といたします。  

 これより本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。はい、下中委

員。  

○委  員（下中一郎）  

 平成３０年度決算見込み額は、実質単年度収支、約２００万円黒字と聞いて

おります。また、実質収支、約１５０万円の赤字とのことでありますが、この

黒字になった要因、原因についてどのように考えておられるのか、お聞きしま

す。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、税務課西谷主幹。  

○税務課主幹（西谷英輝）  

 ただいまの御質問にお答えさしていただきます。３０年度単年度収支の黒字

の要因といたしまして、地方債償還額が減少したことによるものと考えており

ます。平成２９年度地方債償還額は１，４１７万２，５７８円、そのうち元金

が１，３５６万７，１９７円、利息が６０万５，３８１円でありましたが、平

成３０年度償還額は５６４万８，５４４円、うち元金５４１万１，１５３円、

利息２３万７，３９１円でありました。この減少によって黒字になったという

ふうに考えております。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 それと今後の返済件数、どのぐらい残っておるのか、また、住宅新築資金会

計がね、今後どのように見込まれておるのか、この２点についてお願いいたし

ます。  



－１１０－ 

○委員長（山口昌亮）  

 はい、税務課西谷主幹。  

○税務課主幹（西谷英輝）  

 ただいまの御質問にお答えさしていただきます。今後の返済件数であります

が、当初の貸付件数は宅地取得資金で１６６件、住宅新築で２０２件、合計３

６８件、２０８人に貸し付けを行い、平成３０年度末の償還済み予定人数が宅

地取得資金で１４７件、住宅新築資金が１８３件、合計３３０件、１８８人と

なる見込みとなっております。今後の返済件数でありますが、宅地取得資金で

１９件、新築住宅資金で１９件、合計３８件、２０人となる見込みとなってお

ります。  

 そして、２点目の今後の見込みはということでございます。これまで地方債

の償還終了年度が平成３４年には黒字になるという見込みを予想しておりまし

たが、先にもう単年度黒字になったということもあり、少し早まるんではない

かと、平成３３年度には黒字になるかというふうに考えております。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、議案第１７号に対する質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。討論ございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、討論を終結します。  

 これより議案第１７号について採決を行います。  

 本案は原案のとおり可決することにいたしたいと思いますが、異議ございま

せんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  



－１１１－ 

 異議なしと認めます。よって、議案第１７号  平成３１年度平群町住宅新築

資金等貸付事業特別会計予算については、原案のとおり可決すべきものと決定

しました。  

 説明員が入れかわりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○委員長（山口昌亮）  

 続きまして、議案第１８号  平成３１年度平群町国民健康保険特別会計予算

についてを議題といたします。  

 資料の説明をよろしくお願いします。はい、辰巳課長。  

○健康保険課長  

 それでは４１ページ、４２ページにつきまして御説明さしていただきます。  

 ４１ページ、資料ナンバー３８でございます。国民健康保険特別会計の年度

別収支の状況でございます。収支、そして基金残高、余剰金の推移と、それか

らグラフを示さしていただいております。  

 次のページです。４２ページ、資料ナンバー３９でございます。国民健康保

険、近隣の財政調整基金の状況でございます。基金の保有額、それから被保険

者１人当たりの保有額、生駒・北葛８町の状況を記載さしていただいておりま

す。  

 以上でございます。  

○委員長（山口昌亮）  

 これより本案に対して質疑に入りますが、質疑ございませんか。はい、稲月

委員。座ってでいいですよ。  

○委  員（稲月敏子）  

 ありがとうございます。国民健康保険税ですけども、今年度の決算見込み、

そして新年度予算の中でね、大体１人当たりの国保税の額ですね、これは幾ら

になるというふうに出ますかね。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課乾主幹。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 １人当たりの決算見込みでございます。３０年度につきましては、１人当た

り１１万６，０００円程度と見込んでおります。３１年度についてが１１万２，

０００円程度になろうかと思います。  

○委員長（山口昌亮）  



－１１２－ 

 ２９年度の決算見込みって。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 ２９ですか。  

○委員長（山口昌亮）  

 ２９年の決算見込み違うかったの。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 ３０の決算見込みです。  

○委員長（山口昌亮）  

 ３０年の決算見込みね。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 それでよろしいでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、稲月委員。  

○委  員（稲月敏子）  

 今おっしゃっていただいた額で言えば、３０年度、３１年度、比較をすると、

３１年度には下がるというか、１人当たりの額が減るということになりますね。

４，０００円ぐらいかな。この額っていうのは、国保加入者の方たちの所得が

これだけ少なくなったと、低くなったということになるというふうに思うんで

すけれども、所得に応じて所得割が乗じてくるわけですけども、これ以外に国

保税っていうのは均等割、それから平等割、これは所得に関係なく１世帯にた

くさんの家族がいてはったら均等割がふえるというふうになってくるわけで、

考えてみたら、相対的に言えば、所得が低いお宅ほど負担は重くなってくると。  

 こんな点から考えてもね、やっぱり今、住民の生活、もう本当に年々厳しく

なっている中で、平群町が県下一とび抜けて高いという保険税を払ってくれて

はるわけでね。少しでもやっぱり暮らしを守っていくいう立場から、どう考え

ても引き下げが必要やというふうに私たちは思ってるわけでね。  

 こういう決算の見込み額、今年度の末には剰余金が、４，２６０万剰余金が

出ると。新年度予算には予備費、これも２，０００万円つけてはるという。こ

れで見ればね、新年度から引き下げていける、条例提案もさせてもらってるわ

けですけども、新年度から３，０００万円の引き下げっていうのは本当に可能

なんやと、どう考えても可能やということで考えるわけですけども、引き下げ

が可能かどうか、これだけについて明確に答弁願えますか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課乾主幹。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  



－１１３－ 

 今、委員のほうがおっしゃるように、３，０００万の減税、可能かどうかと

言われればできないこともないというのは確かなことです。しかしながら、３

２年度においてですね、３３年度以降の県の保険の方針が改められて、検討さ

れるところです。その時点において医療費、県全体としての医療費が上がるこ

とも想定されております。この税率について県とも協議しておる中でですね、

引き下げの話も実際出ておりましたが、その３２年度の検討を見てから、医療

費のほうが上がる可能性もあることから、今一旦引き下げたとしても、３３年

からまた引き上げの可能性も出てくるということで、上げたり下げたりという

混乱というのを避けたいということで、できればもうしばらく推移を見ながら、

税率は維持さしていただきたいと考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、稲月委員。  

○委  員（稲月敏子）  

 将来っていうか、３年後のことを考えてというふうなことをおっしゃったわ

けですけれども、実際上可能ではあるという御答弁やった、可能という言葉は

使いはらへんかったけど、できないことはないというふうにおっしゃってるわ

けですけども、今、現時点で、今、住民の暮らしっていうのをね、やっぱり考

えていかなあかんっていうふうに思うんです。  

 医療費がどうなるかわからん、そんなん、それは一寸先は誰しも見通しのつ

かないこともある。だけども、医療費、今のこの数年の推移とか見ていけば、

そんなに大幅に上がっていくということなんかも考えられないっていうふうな

こともあります。いろいろ上げない理由を上げてくれはったわけですけども、

今おっしゃってるように、できないことはないということをはっきり言うてく

れはったんでね、まあ可能な数字やということは明らかやというふうに思って

おります。  

 県のほうがね、市町村の納付金を算定するに当たって、それぞれに標準保険

料率を示して県のほうはしておられますけども、これで試算をした場合、新年

度の国保税収入は幾らになるんでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課乾主幹。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 県の標準税率を利用して計算したところ、大体４億４，０００万程度になろ

うかと思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、稲月委員。  
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○委  員（稲月敏子）  

 今お聞きをしたわけですけども、現在の町の保険税の料率ですね。これで現

年度分の収入総額ということを計算すれば、５億１，９００万ということにな

ると思うんですが、県の標準料率、今、乾主幹のほうから答弁された額と比べ

てね、６，５００万円も多くなってしまうということになるのではないでしょ

うか。  

 総括審議のときにもおっしゃってましたけども、保険料だけの問題ではない

と、いろんな保健事業をするからね、これでは賄われへんのやというふうなこ

とも答弁されてましたけども、その部分はあるとは思いますけれども、６，５

００万円というね、この差は非常に大き過ぎるんではないか。このことから考

えてもね、やっぱり今暮らしを守るという観点からもね、実際上やっていける

ということの裏づけもされている中でね、引き下げっていうのは可能やという

ふうに私は考えています。  

 国保加入者の負担を少しでも減らすために引き下げが必要なんやということ

でね、ぜひ町長の御決断を求めたいなっていうふうに思うんですけども、町長、

いかがでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課長。  

○健康保険課長  

 ただいま主幹のほうから御答弁さしていただきましたけども、確かに今、四

億四、五千万、４，０００万ぐらいですかね、という県から出てる標準税率で

試算さしてもろた場合の調定額になりますけども、実際、今、県から納めなさ

いっていう納付金の金額はですね、それよりも多いんですよね。県から納めろ

という金額がですね、５億６，１００万、これが医療費相当分でございます。

いろんなもの、もろもろつけ加えますけども、ただ、そういうことになればで

すね、６，０００万というのが、基盤も含めますので、それに近い数字にはな

ろうかと思うんです。  

 ただ、今、僕も総括審議のときにお話しさしていただきましたけども、今、

平群町のさしていただいてる保健事業なんかにつきましてはですね、予算資料

にもございましたけども、まずトップクラスの保健事業をさしていただいてお

ります。それが住民の健康を守るために、そして早期発見をしていただくため

に、我々はできる限りのことはさしていただいてると思います。  

 その財源につきましてですね、県の考え方といたしましてですね、保健事業

は市町村でやるべきやと、そして、財源は県ではなかなか見てくれない状況に

なってきたということですね。それと、もともとですね、国や県の補助金、そ
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して町のお金を使ってやってたものがですね、県単一化になることによって、

保健事業は市町村のほうに移行すると、そして、その財源は市町村の余剰金を

使いなさいと、そういうような言い方をしております。  

 その中でですね、我々平群町といたしましては、現在３，０００万弱の２９

年度の繰り越し分を基金として積み立てをさしていただこうと考えております

けども、そして、３０年度、そして３１年度も若干の黒字を見込んでおります。

その分は今後ですね、３６年、単一化になった後にもですね、ある程度の保健

事業は賄っていきたいという考えも持っておりますので、現在引き下げってい

うことにつきましては考えておらないところでございます。  

 そして、３３年の見直しの時点でですね、県がどれぐらいの推計で医療費を

持ってくるかっていうのはわかりません。それと、今現在、県が出している医

療費の伸びっていうのは高度医療を見てません。今の現在の状況であればです

ね、その高齢化率だけを見てるっていうことになってます。それで、それもま

だ未確定な段階の中でですね、どれだけの納付金がなってくるかというのも、

まだ見通しが立ってない。  

 それと、平群町の納付金が高いというふうになってます。それは正直にです

ね、県が積算した数値、それはそのシェアですね、平群町が県下でどれぐらい

の所得水準にあるのか、それからどれぐらいの被保険者の数があるのかによっ

て変わってきます。それにつきましてはですね、この納付金の算定でＡパター

ン、Ｂパターンっていう積算がございます。その中でＡで計算した場合はかな

り高くなってくるっていうのは、平群町の被保険者の方の所得水準が高いって

いうことがそれで歴然とわかるものでございます。  

 ということで、納付金が安くなっていく傾向には、被保険者の数が減ります

んで安くなっていく傾向にはございますけども、１人当たりに関しては上がっ

ていく可能性はこれからも十分考えられるっていうことで、今の段階での引き

下げどうのこうのっていう話には至ってないかと思います。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、井戸委員。  

○委  員（井戸太郎）  

 ちょっとすごい、先ほどの主幹の答弁にもありましたけど、３２年度、３６

年度、出てきましたけど、ちょっと心配になったのが、３２年度で上がるかも

しれないと、３３年度にも上がるんでしょうけど、例えば今回議員発議３，０

００万下がってますっていうても、奈良県下で断トツというか、トップですけ

ども、もし県のそういう統一の保険料率の示された金額がそんなに上がるって
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いう、今の答弁だと可能性もあるということだったんですけど、そういうこと

が本当にあり得るんですかね。  

 さっきおっしゃられたように、下げて上げて、下げて上げてはよくないと思

うんです。ただ、今の答弁ですよ、今さっきの答弁だと、奈良県中がこの今の

平群町の断トツのレベルにあわせてくるような試算にならないとって思うんで

すけれども、そんな物すごい悲しい感じになってるんですかね。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課長。  

○健康保険課長  

 もともと県が申してました、そうですね、市町村間のばらつき、それが低い

ところ高いところがあって、県が、今の考えでは真ん中ぐらいととってバラン

スをとるという考え方を２９年ぐらいはしてたんですけども、その中でですね、

平群やったら出てますから当然低くなるというのは当たり前の話、それが県の

広報に載ってました。そういう質問もございましたけども、確かに断トツであ

る以上ですね、下がるのは当たり前やなと僕らもそう思うてます。ただ、県が

今の状況であればですね、どんだけのところの到達点を持ってくるかというの

が見えてこないということですね。  

 それで、３５年までは統一税率違いますので、納付金に見合った税率を組ん

でいかなあかんと。だから、３６年であればですね、統一化になれば統一税率

で行くというのは当然決まった話なんで、そのときに全部の市町村がそこまで

たどり着くかっていうことが、ちょっとまだわかりません。  

 そういうことで、県はですね、毎年市町村に上げろ上げろっていう指導はさ

れてます。だけども市町村の事情がありますんで、それでお金あるところは基

金を投入してでもですね、自町で抑制していかはるところもございます。３６

年になっての統一税率のときにですね、平群よりも低い税率になることも考え

られます。それであれば、当然うちもそれにあわしていくことになりますんで、

そうしなければならないことになりますんでね。それまでの間っていうのはで

すね、やっぱりある程度の基金を持っておきたいというのもあります。  

 それと、納付金が払えるだけの税率いうのは確保していかなあかんと。税率

が高いイコール納付金が高いからそういうことになってしまうと。近隣に比べ

たら、やっぱり平群町の所得水準というのはやっぱり高いほう、上から数えて

も上なんですけどね。そういうことになればですね、納付金の１人当たりの金

額というのは下がっていかないと思いますんでね。そのかげんもありますんで、

今後も県から言うてくる数字っていうのは真摯に受けとめていかなあかんと思

いますし、議員の皆様とか住民の皆さんの声も当然反映していかなあかんと思
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うてるのは思うてるんですけども、ただ、上げたり下げたりっていうことにな

ったらまた大変なことになりますし、それと、やっぱり自町で賄っていけるよ

うな財源っていうのは、３５年までは持っていかなあかんと。それから、３６

年になって、やっぱり保健事業とかをやっていくであればですね、その辺もや

っぱり大事な財源として置いときたいなっていうふうには思ってるところです。 

 今、県が本当にするんかどうか、ちょっと僕もわからないですけども、３６

年に統一税率とすると、それから、保健事業とか、ある程度の統一をするって

いう話、共同化ですね、そういう話をしてますけども、そういう動きが１年た

ってもほとんど動いてないという状況でございますので、我々としてもちょっ

と県に対しては不信なところも正直持ってます。  

 ３６年の単一化に向けてですね、市町村が全部足並みをそろえていくってい

うことで進んでますけども、その辺についても、県の指示どおりですかね、し

なければならないところにはやっていかなあかんと思ってますけども、ただ３

６年の推計値というかね、まだちょっと今の時点では何も決まってないという

ことなんで、できる限りの剰余金というのは、やっぱりある程度持っていかな

あかんというふうには思っております。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 一般会計のときにもちらっと出たんですが、保健事業のことが出ております

けれども、新年度の保健事業ですね。特定健診また人間ドック、大変平群町は

充実したものになっておりますし、また多くの皆さんのその保健事業を受けら

れてる方はたくさんいらっしゃると思います。近隣と比べても意識が大変やは

り高いなあということを思うんですが、そこで、保健事業は国や県の補助金も

あると思いますが、町単独での予算額、わかりましたら教えてください。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課乾主幹。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 保健事業についてでございます。平群町のほうで人間ドックあるいは特定健

診等保健事業をさしていただいてます。３１のこの予算で言いますと、保健事

業、人間ドックその他特定健診あわせて約３，３００万の支出を見込んでおり

ます。それに対しまして、補助金、努力者支援制度あるいは２号繰入金、特定

健診の負担金等々ありますけれども、それが約１，５００万、その差額１，８

００万から１，９００万程度が町の持ち出しとなってくるということでござい
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ます。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 それから、特定健診の受診率、３０年度、まだ締めてませんので、わかる状

況の特定健診受診率を教えてください。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課南主幹。  

○健康保険課主幹（南  佳子）  

 特定健診の受診率ですけれども、平成２９年の分が最終になってくるんです

けれども、受診率のほうは４５％ということになっております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 この４５％、大変高く思うんですが、県下の中ではどのような位置にいてま

すでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課南主幹。  

○健康保険課主幹（南  佳子）  

 村を除き、町では２位なんですけども、全体では７番目ということになりま

す。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 国保税の収納率、またわかる時点での収納率をお示しください。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課乾主幹。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 ９７．４６、これが２９年度でございます。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 ２９年度決算で９７．４６、県下ではどのような位置にありますでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課乾主幹。  
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○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 上から１３番目でございます。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 上から１３番目ですか。ほかも努力をされてるということですね。県下で大

変高い位置にありましたが、ただ９７％ですので、３０年度の見込みはこれよ

り低いか高いかはわからないですかね。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課乾主幹。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 今の何％、どれぐらいかということでしたか。率でしたか。  

○委  員（窪  和子）  

 率です。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 本年度は予算上では９７．５で計上しておりますけれども、おおむね９７か

ら９８ぐらいは行くんではないかとは見込んでおります。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 一般会計のときにちらっと言いましたが、ちょっと資料でですね、２１にこ

の特定健診やら人間ドックのことが、近隣の保健事業比較で私、資料請求をさ

せていただいて、資料２１で、ページ数２４なんですけれども、先ほども申さ

れたと思いますが、近隣町では大変充実した内容になってると思います。人間

ドックも他町ではされてないところもありますが、ほとんどが４０歳以上です

が、平群町、３０から７４と。この点、もう一度近隣の保健事業との、本町と

してのお考えですね。これをできるだけ継続をしたいということでありますけ

れども、少し御説明願えますでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課南主幹。  

○健康保険課主幹（南  佳子）  

 御質問にお答えいたします。平群町が今まで保ってきたこうした保健事業に

対する予算、非常に財政も厳しい中ではあるんですけれども、すぐに医療費の

抑制につながるということは、大変申し上げにくい部分ではあるんですけれど

も、住民の方がこうして健康、特定健康診査の受診率も高いということで、意
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識を持ってくださってることを受けて、やはり予防というところに力を入れて

いく平群町という、そういう姿勢を保っていきたいというふうに考えておりま

す。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 資料請求をさせていただきました、資料３９の４２ページですが、近隣の財

政調整基金の現状であります。平群町は２７年度から基金ゼロを更新しており

ます。やっと３０年度末、３０年度ですね、決算見込みで３，０００万の基金

にということでありますが、他町のことで大変申しわけないですが、ほとんど

が１億超えてますね。三郷も１億６，０００、上牧４億６，０００、王寺１億

２，０００、河合３億４，０００、これ、２９年度末ですが、３０年度、平群

町、３，０００万の基金をやっとゼロから回復するいうことですが、他町の傾

向をわかる範囲で教えてください。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課長。  

○健康保険課長  

 見込みということでですね、このほか７町に電話で確認をさしていただいた

ところですね、斑鳩町と安堵町は赤字なんでないです。平群は３，０００万弱

の基金の積み立てを予定さしていただいております。そして、ほかの北葛と三

郷町に関しては、全てプラスとしてもうちょっとふえますと。上牧さんのこと

を言うたら悪いんですけども、もうちょっと大きくなるということを聞いてま

す。  

 そして、ちょっと電話で何ぼかお聞きさしてもうた中でですね、隣の生駒市

なんか、よく生駒市のこと、よく話題になるんですけど、生駒市なんかやった

ら桁が違うんですよね。財政規模も違いますんで、大きな違いはあるんですけ

ども、１人当たりに関してもですね、これ、今１人当たりで出さんと、どれだ

けの規模がわかりませんので、１人当たりで出さしてもうたんですけども、や

っぱりこの中でも生駒市は、１人当たりに対しても、この８町よりもまだ断ト

ツに高いというふうな基金の保有があるというふうに聞いております。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 私も他町のことをここで出すのは大変、ネット配信されてないからあれなん
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ですが、申しわけないんですが、もし２０億か超えてましたでしょうかね。大

変、人口規模が違いますのはあれですけれども、やはり県内統一保険料になる

ということで、各自治体はどのように県が動いてくるか、３３年度の見直しも、

検討、見直しされるとおっしゃいますけれども、どのようなことで来るかわか

らないという、そういう意識を持ちながら基金を確保しているという考えでよ

ろしいですね。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課長。  

○健康保険課長  

 今、委員おっしゃったようにですね、何が起こるやわからへんというのが一

つなんです。それと、できる限り自町で激変緩和ができるんやったらしたいと

いう考えをお持ちです。それと、ほとんどの市町村、これは８町だけですけど

も、ほとんどの市町村が基金を持ってます。その基金の使い方をですね、県も

模索しているところでございます。そういう会議をどんどんどんどん県は連携

会議っていうことでやっていこうとしてはるんですけども、なかなか前へ進ん

でない状況です。  

 市町村としてはですね、３６年県単一化になって使い道どうするんやという

こともあると思うんですね。それであれば、当然それまでの間、激変緩和に使

ったり、保健事業に使ったりということになると思うんですけども、そういう

ふうな動きっていうのは、平群は保健事業に、かなり重点的に行ってますので、

そちらのほうへ使うのは当然ですけども、よそのことはちょっとまだ、そこま

では把握してない状態です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 県は、私も県にも行ってまいりましたし、担当課のほうからも御説明聞いて

おりますが、保健事業は町単独でやりなさいと、この方針は何か本当に変わら

ないような感じで受けとめております。ですので、基金がなかったら、この保

健事業、一切できなくなる、また縮小しなければならなくなるということは、

大変早期発見、先ほど主幹のほうからも予防ということをおっしゃいましたが、

やはり基金は、私もこの前から住民の皆さんとも御意見をお聞きしてまして、

やはり最低１億の基金は持ってもらっとかないと大変不安であると。保険料、

大変高いです、私もそれは認識しておりますが、ただ、基金もない不安定なそ

ういう財政運営には、住民の皆様も大変不安であるということは、ここで言う

ことじゃないかわかりませんが、申しつけ加えておきたいと思います。  
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 そして、直近の被保険者数とこの動向ですね、減少していくのか、ふえるの

か、国保税が高いから社会保険に変わられて、国保の加入者、被保険者が減っ

ているいうことも一理あるかなと思うんですが、その点どのように分析されて

おられますでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課乾主幹。  

○健康保険課主幹（乾  充喜）  

 まず、直近の被保険者数でございますが、３０年度で１２月にとった時点で、

これ、３月から１２月平均、４，９１６人でございます。１２月時点でのその

月の話では４，７６９人となっております。  

 この被保険者数の減少でございますが、ある一定底が見えそうかなとは思っ

てたところなんですけれども、実際にふたを開けてみましたら、まだまだ下降

が続く状態でございまして、３１年度の予算に対しましても、被保数４，６１

５人で計算しておるところでございます。  

 保険給付費自身はですね、被保険者数が少なくなりましたら医療費総額は下

がります。ですから、全体としては給付額自身は下がってまいりますが、保険

税も減少することになります。ですので、そこがいつ底になるかはわからない

状態ですが、今のままちょっと推移していきますと、県からの納付金ですね、

極端に下がらなければ、税の負担、１人当たりにしたらちょっとふえてしまう

状況にはなるかなとは考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、井戸委員。  

○委  員（井戸太郎）  

 すごい本当、悲しい話し合いというかね、議論につながってるんですけども、

すごい他市町村の、今ね、基金の話も出ました。激変緩和に備えるということ

なんですけども、その激変緩和っていうのが、前々からずっとこの議会でも議

論されてるんですけども、平群町として激変っていうのは一体、この平群町の

規模でどの程度考えておられるのか。  

 はっきり言いまして、前に２億５，０００万の増税って考えたら激変と思う

んです。それを緩和すべき、要は他市町村を見てみると、将来の激変緩和に備

える、これもわかるんですけど、今、平群町が激変してる中で緩和する、要は

緩和の時期ですよね、激変。ただ、激変っていう考え方がすごいアバウトなの

で、私が考えることやら、ほかの議員の方々、委員の方々考えること、町の考

え方は違うので、と思うので、町としては激変っていうのは一体どれぐらいの

増税のことを激変っていうんですか。  
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○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課長。  

○健康保険課長  

 言葉につきましてはね、大変難しい言葉やと思います。それで、平群町にと

って、今、県下でもトップクラスの税率であると。だから、それをこれ以上上

げたくない、上げたくないというのが僕らの本音でございます。本当に３６年

に県下統一になってですね、それはもう下げなければならないいうたらそれに

あわせますけども、やはり今の状況で上げることがない、上げたくないという

ことが、今のままで行けたらと。もし途中で県の数字が変わってきたりしたら

ですね、それに対応するべき金額っていうふうに思います。  

 県が激変緩和、激変緩和ってよく言うのがですね、今、納付金方式をとって

ましてですね、何度もこれ、議論の中に出てきてるんですけども、県全体での

シェアで出す保険料の金額と、それから計画、１人当たりの金額で出す保険料

の金額、その差額が激変緩和やと県は言うてます。その激変緩和、３０年度で

もこんだけ高い平群町の保険料であってもですね、激変緩和を受けてるんです。

Ｂパターンっていう安いほうの金額を使ってるっていうのが激変緩和です。だ

から、そのままで行けばですね、その激変緩和措置がなかったらですね、今よ

りもかなり高い保険料の金額になってるっていうことでございます。  

 だから、幾らが激変緩和というのに、ちょっと言葉が難しくてですね、幾ら

とはちょっと言いにくいんですけども、その辺で御理解願いたいと思いますけ

ども。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、井戸委員。  

○委  員（井戸太郎）  

 じゃあ今回は激変っていうほどではないという考え方でよろしいんですね、

増税。そこだけ、町としてはですよ。県としては別として、町として増税、大

増税あったわけですけど、激変だったのかどうなのかっていう、そこ、町の考

えとしてはどうなのかなって、ちょっと知りたいんですけども。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課長。  

○健康保険課長  

 ２９年度の税率の改正の話をされてるんですね。それはね、確かにびっくり

するぐらいという話になりますんで、当然激変だと思います。それがですね、

まあ結果論ですよ、結果論で予測とは違った形になってしまいましたけども、

当時計算してた中ではですね、当然であったかなというふうに思ってるんです
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けどもね。ただ、やはり今まで、僕も長いことやらせてもらってですね、もう

２０年度からずっと経過がありましてですね、やはりお金があったから下げる、

そういうパターンで来てですね、やっぱり下げ過ぎたというのが、もうそれが

顕著にあらわれていると。  

 これも何回も言うてるかと思うんですけども、この１０年間、横で平均した

らまだ県下でも低いほうやということになればですね、その下げ過ぎた原因が

やっぱりこの大きな激変、それは激減ですわ、１．６倍ですから激変やと思い

ます、そういうふうになったかと思いますんで、それはもう反省の材料しかな

らないんですけどもね。そういうことを、また下げたり上げたりということは

もうできないということも含めてですね、このままできる限り維持していきた

いなというふうには考えているところです。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、議案第１８号に対する質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。はい、稲月委員。  

○委  員（稲月敏子）  

 それでは、国民健康保険特別会計予算について、反対の立場で討論をさせて

いただきます。  

 国民健康保険、３０年度の決算見込みについては、国保の運協でも明らかに

なってますし、また４日の総括審議の中で、山口議員の質問でもお答えになっ

ているように、実質単年度収支で１，２６９万６，０００円の黒字になること

がはっきりしています。また、県へ納めていく納付金も、本町の被保険者の著

しい減少も考慮された納付金額になって、４，７００万円の減額となっていま

す。  

 こんなことも明らかになってきている中で、予算には２，０００万円の予備

費も計上をされております。こんな状態の中で国保税は引き下げることができ

る、可能であるということがはっきりしております。先ほどの答弁の中でも、

計算上はやっていけるということもおっしゃいました。必ずこれについては引

き下げをしなければならないというふうに考えます。日々住民は生活をしてい

るわけです。それを３年４年待たなければ判断できないというようなことでは、

間尺にあわないと思います。  
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 高過ぎる平群町の国保税は、皆さんも御存じのように県下一高い税率となっ

ています。今、国保の加入者の方たちは、本当に悲鳴を上げている、こういう

状態、これは十分承知していただいてるかというふうに思いますけれども、所

得割が１０．２０％、これはもう県下で群を抜いて高い料率となっています。

１０％台なんていうのはどっこもありません。  

 そして、また均等割についても県下一です。２万９，５００円、本町の均等

割はこういう額です。この次に、平群町より次に高いところで三郷町で２万７，

５００円、２，０００円も差があるわけです。子どもの多い世帯、家族の多い

世帯にとって、どれだけやっぱり負担が大きいかということもね、これで十分

わかるはずでございます。子育て応援、県下一と自慢をすることなど、これだ

け見ても非常に負担が大きくなってるということでね、到底できないというふ

うに思っております。  

 引き下げることができるにもかかわらず、このような高い保険税を住民に課

していく、住民の暮らしを脅かしていく、これは一日も待つわけにはまいりま

せん。到底この高い税率で計算をされた、この予算については容認をすること

ができません。よって、この予算には反対をいたします。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。山本委員。  

○委  員（山本隆史）  

 議案第１８号  平成３１年度国民健康保険特別会計予算について、賛成の立

場で討論さしていただきます。  

 国民健康保険法第８２条に基づき、平成３０年度から県単一化での財政運営

の責任主体が県となったことで、平成２９年度までの町単独運営と大きく変更

となり、県全体の医療費をもとに納付金として各市町村への分配方式となり、

納付金に見合った保険税の賦課とその制度そのものが半世紀ぶりに大きく変わ

ったものであります。  

 平成３０年度の見込みでは、約４，２００万円の余剰金が見込まれますが、

平成３３年度の見直しもあることから、先が不透明であります。平成３１年度

の予算は、健康促進事業などの保健事業などを運営できるように２，０００万

円の予備費が計上されておりますので、適正な予算計上と判断し、賛成討論と

します。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 議案第１８号  平成３１年度平群町国民健康保険特別会計予算案に賛成の立



－１２６－ 

場で討論いたします。  

 平成３０年度より国民健康保険制度は県単位化に変わり、平成３５年度まで

の６年間は県への納付金金額が決定され、それを基準に各市町村が国保税率を

定め、平成３６年度からは県内統一保険料となることは周知のとおりでありま

す。  

 本町の国保特別会計は、ここ数年間基金もゼロで、枯渇し、赤字決算でした

が、平成３０年度決算見込みでやっと基金を約３，０００万円積み、さらに１，

２００万円の黒字見込みで、年度末剰余金が４，２６１万円の見込みです。し

かし、近隣町と比較してもまだまだ基金も少なく、安定した財政とは言いがた

い現状です。  

 平群町は、３０年度に県単位化で県が算出し納める納付金は６億６，７３５

万円で、３１年度では６億２，０４９万円を予算計上されております。県の方

針が３３年度には見直し、検討をされますが、現時点では動向はわからないと

いう現状であります。また、県へ納める納付金は医療費分のみで、保健事業の

財源として町単費分を確保しなければなりません。特に本町の保健事業である

特定健診は無料で、また、人間ドックの内容も他の自治体よりも充実し、多く

の対象者が予防として早期発見、早期治療のために受診率も高い現状です。今

後、これまでの保健事業を継続するためには、基金は持っていなければいけま

せん。  

 今後、平成３６年度から県内統一保険料になるまでは未確定な部分も多いと

考えますが、国保特別会計を安定させ、住民の生命を守るために、安心して医

療や保健事業を受けていただく取り組みをお願いしまして、賛成の立場での討

論とさせていただきます。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、討論を終結します。  

 これより議案第１８号について採決を行います。  

 本案について原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。  

 

賛成者挙手  

 



－１２７－ 

○委員長（山口昌亮）  

 挙手多数であります。よって、議案第１８号  平成３１年度平群町国民健康

保険特別会計予算については、原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

 説明員が入れかわりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○委員長（山口昌亮）  

 続きまして、議案第１９号  平成３１年度平群町水道事業会計予算について

を議題といたします。  

 これより本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。はい、下中委

員。  

○委  員（下中一郎）  

 年間給水件数が８，０３０件と初めて８，０００件乗って、ここ７，８０９

ぐらいということでありましたけども、１カ月１件当たりの平均使用水量が１

９．５と初めて２０を切ったわけですけども、実際、核家族で、家族はふえた

けど人数は少ないとか、節水意識が高まったとか、いろいろな要素があると思

いますけれども、その点、どのように考えておられますのかな。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課川口主幹。  

○上下水道課主幹（川口博司）  

 ただいまの質問にお答えさしていただきます。今、下中委員さんからもあり

ましたように、基本的には年々水量は減っております。２８年で２０．３、２

９年で２０トンということになっておりますので、年々水量は減っております。

これは、確かに人口のほうは減少しております。ただ、件数としては毎年徐々

に、件数的にはふえておりますけれども、人口減少と高齢化、節水意識の高揚

があったり、節水型の電化製品の普及等がありまして、やはり年々水量につき

ましては減少傾向にあるということでございます。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 それと、２９ページの漏水調査、新年度、どの辺を予定されておりますのか

な。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課川口主幹。  
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○上下水道課主幹（川口博司）  

 漏水調査につきましては、毎年度実施しております。各年度につきましては、

地域を設定さしていただきまして調査をしておると。３０年度におきましては、

椿台、緑ケ丘の一部ということで今年度実施しております。あわせて、久安寺

のほうでちょっと水量が出てるということで緊急で漏水調査のほうを実施さし

ていただいております。３１年度につきましても、引き続き漏水調査のほうを

順次実施していきたいと考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 地域は別に特定してないですかな。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課川口主幹。  

○上下水道課主幹（川口博司）  

 一応基本的には順次、毎年区域を定めてさしていただいておりますけれども、

その年度の漏水の夜間水量等のこともありますので、それにつきまして、基づ

いて実施していくというふうに考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 予算に直接かかわるものではないんですが、ちょっとお尋ねしたいんですが、

住民の皆さんが転入をされてこられて開栓しますね。そして、その開栓すると

きに順番に、若葉台の水道局のほうへ行くように言われて、大変御高齢で乗り

物もなく、場所もわからない、大変困ったことがあると。３年前ですが、三郷

のほうから引っ越してこられた方が大変困ったというお声をいただきました。  

 また、町内に住まわれてる方で、御主人様が亡くなられて、名義変更するに

も水道課のほうへというふうに言われたとお聞きしておりますが、そのような、

何て言うんですかね、状況で上下水道課のほうは対応されておられるのでしょ

うか。お尋ねしたいと思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 上下水道課長。  

○上下水道課長  

 ただいまお聞きしたんですが、上下水道課としましては、実際の取り扱いと

しましては、転入時の水道の使用開始の際の届け出、転出時の水道の使用中止

の際の届け出、あるいは使用名義人の変更等の届け出につきましては、一旦電



－１２９－ 

話で承りまして、開閉栓作業は行います。届け出処理については、送付させて

いただきまして、お客様に必要事項を記入していただいて、後日返送していた

だくいうような取り扱いをやっております。恐らく、ガス事業だとか電力事業

についてもこのような取り扱いをされているというふうには思っております。  

 今お聞きしたことなんですが、例えば、本庁の窓口で転入転出の際の窓口で

の案内が、例えば上下水道課のほうに行ってもらって手続してくださいという

ような案内があったとすればですね、それはちょっと私ども庁内での連絡や打

ち合わせが不十分であったのかなと思われますので、そういったお手数をおか

けしましたお客様にはおわびしないといけないなというふうには思っておりま

す。  

 あわせてですね、今後につきましては、本庁の窓口とも十分打ち合わせ、連

携しまして、お客様に余分なお手数をかけないように徹底してまいりたいと存

じますので、よろしくお願いします。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 そういうふうな対応をされているということは私も知らなかったんですが、

今回この場ではっきりと、今までそういうふうな対応されてきましたが、一部

本庁のほうの窓口での不備ですかね、不備というんですが、徹底不足ですかね。

講元のところはちゃんと対応してくださってるのに、本庁の窓口での対応のま

ずさっていうんか、知らなかったからそういうふうな発言になったと思うんで

すけれども、しっかりとですね、ここにはいらっしゃいませんけれども、各課、

政策、総務防災課ですかね、が中心となって上下水道課と連携とりながら、そ

こは職員の皆さんにも徹底をお願いしておきたいと思います。それは以上で結

構です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、井戸委員。  

○委  員（井戸太郎）  

 ちょっと加入で、住民の方からも聞かれたことがあったんですけれども、加

入金、平群町としては加入金がすごい収入を占めてるわけなんですけども、加

入金が発生する、いただくそのパターンですね。どういうパターンで加入金を

いただいてるのか。  

 例えば、今の加入金っていうのは、工事費用も全部、加入手数料からそうい

うのも全部込み込みの金額で出してると思うんですけども、例えば中古物件で

メーターはついてると、中古物件で新しい人が買われて、名義変更だけする場



－１３０－ 

合は加入金はかかるか、かからないのかっていう件と、あと工事はできてるけ

れどもメーターがないと、配管は通ってるけどメーターがない、この場合でメ

ーターを取りつける時点がもう加入として、例えば三、四十万ぼんと払わなく

てはいけないのか。一からだったらね、そのまま水道管の細さでもう何十万っ

て決まってると思うんですけど、その中途半端な部分、結構平群町の場合は中

古物件も多いですし、途中で終わってるところも多いんですけども、その辺は

どうなって、その２パターン、ちょっと僕も思いつくのが２パターンぐらいな

んですけども。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課川口主幹。  

○上下水道課主幹（川口博司）  

 今、加入負担金の取り扱いということでございます。基本的にはメーターと

いうのは土地についたものになりますんで、加入負担金については、中古物件

を買われた場合には要りません。ただ、建てかえっていうことになったときに

は、１３ミリのメーターを２０ミリに変えるというときにつきましては、差額

の請求をさしていただきます。もともとないところにつきましては、当然加入

負担金が発生するということでございます。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、井戸委員。  

○委  員（井戸太郎）  

 配管は通ってて、メーターだけないっていうこともありますよね。あれ、ち

ょっと僕も聞かれて、ごめんなさいね。それは町としてはもらえるのかってい

うことなんですが。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課長。  

○上下水道課長  

 ちょっと誤解あると思いますんで、加入負担金っていうのは加入の権利なん

です。水道の配管がどうのこうのとか、メーターがついてるついてないってい

うことよりも、その土地に対して水道に加入した権利を負担するということで

すので、例えば中古物件にしろ何にしろですね、中古物件であれば、以前にそ

の土地に対する加入の権利を負担しているということであれば、その土地につ

いては永久に権利があるという話になります。宅地造成されていても、加入負

担金を払ってない場合は、新たに家を建てるときなんかにですね、当然加入負

担金を払ってもらうということになります。  
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 水道メーターっていうのは、検針するためにつけるものなんですが、例えば

更地に戻して建物を除却したけども、メーターだけは残ってるみたいなことも

場合によってはありますけども、それはそれをもってその加入権利があるかな

いかという判断ではなくて、うちのデータでその土地に対する加入負担金が過

去に支払われてるかどうかということが判断になるということですので。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、井戸委員。  

○委  員（井戸太郎）  

 わかりました。あれですね、じゃあ人ではなく属地主義ということですよね。

よくわかりました、今の説明で。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課長。  

○上下水道課長  

 通常はそういうことで御理解いただきたいと思います。他の市町村ではです

ね、例えば、そこの宅地に対して加入負担金を払ったと、建物を建てたけども、

その建物を除却して、例えば道路が拡幅されるというようなことがありますが、

そういう場合はその加入権利というのは消滅するというのが通常の自治体のや

り方ではあります。  

 ただ、平群町の場合は、従前その加入権利をですね、他の土地に移動させる

ということを認めておりますので、例えば除却した建物、土地に幾つかの加入

権利があったと、集合住宅なんかでは、例えばそこの土地に対して１０件分の

加入権利があったというようなことがあります。集合住宅を除却して、何か別

の用途にしたときに、その権利を持ってほかの土地に移動するということを認

めております。これは非常にレアなケースで、私もなぜそのようなことになっ

てるのかよくわからないんですけども、そういうケースがあります。  

 ただし、それっていうのは非常にわかりにくいですし、データとして永久に

こちらで保存しとかないといけないし、また、それでですね、権利を持ってる

人、持ってない人がもう記憶が定かじゃなくなるというようなこともよくあり

ますので、こちらにデータとしては置いてますけども、こういった取り扱いに

ついては、他の事業体では余りないことなので、今後はやめておこうとは思っ

ております。  

 今回、区画整理事業がありましたので、この水道の加入権をですね、区画整

理事業地内で移動するということがたくさんありましたので、その間は従前の

取り扱いをしようというふうに判断しておりました。区画整理事業が終結しま

したので、今後は加入権を他の土地に移動するというような取り扱いについて



－１３２－ 

は、私どもの思いとしてはやめておこうかなというふうには考えております。  

 ただ、今、現に加入権を持たれてる方については、当然それは引き続きその

加入権については有効にしていこうとは思ってますけど、またこの件について

ははっきりしないといけないことですので、何かの機会に、決定する前に議会

にも御相談、お知らせしようかなというふうに思っておりますので、よろしく

お願いいたします。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、山本委員。  

○委  員（山本隆史）  

 ちょっと水道料金の件で質問さしてもらいたいんですが、先日、三里のタン

クからちょっとさびた水が流出した件でですね、かなりの住民さん、上庄から

北信貴方面にかけて住民さんのほうに御迷惑をおかけしたわけなんですが、当

然お風呂とか水道の蛇口から使えない水が出てしまったことについては、これ

はもうやっぱり老朽化云々でいろいろ原因はあるにしても、住民さんからすれ

ばそれも水道料の一部、料金に反映されるということになります。こういった

場合に、何か法的に、水道法に基づく、料金を引き下げるだとか、そういう何

かルールはございますでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課長。  

○上下水道課長  

 平群町でも、これまでに工事における事故だとか、先日の三里の件につきま

しては、三里の配水池タンクの沈殿したさびがですね、水量の変化で流出した

ということが原因かなと思うんですが、水道法上、赤水の発生で御迷惑をかけ

たお客様に対して補償をするとか、あるいは減免をするというような規定はご

ざいません。また、そういうことで言うと、そうしなければいけないというよ

うな義務もないのはないんですが、確かに御迷惑をおかけすることもあります。 

 他の自治体の例で言いますと、一般家庭というよりも、例えば工場だとか、

大きな病院だとかで、赤水の発生によって相当額の損害を与えると。例えば、

建物の施設内の水道関連の機械設備が故障するだとか、あるいは、病院なんか

でしたら全く治療が行えないような状態になるとかですね、そういったケース

があった際、一部その補償をする、もちろん水道料金についての減免は別とし

て、損害を補償したというような例はあります。  

 ほか一般家庭に対しては、幾つかの自治体では１回の赤水被害に対して１立

米の水道料金を減免するというような取り決めをしている自治体もあります。

基本的にはそうしない、減免措置だとかについてはしない自治体のほうが多い
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ように思いますが、大体減免する自治体であれば１立米ぐらい。その１立米っ

ていうのはですね、大体お風呂にためると４杯分から５杯分の量になりますか

ら、赤水で被害が出たとして、その被害がなくなるまでの間、捨て水をしたと

しても１立米までにはならないだろうという判断のようです。  

 平群町では、これまでも赤水に関しての一般家庭への減免措置はしておりま

せんし、今のところ減免措置については考えてはいないんですが、大変御迷惑

をおかけしているということは事実ですので、大変私どもも申しわけない気持

ちでございますし、今後こういった事故のないようにですね、老朽化した施設

の更新だとか、老朽化した水道管の更新については積極的にやっていこうとは

思っておりますので、今回もかなり広範囲のお客様に御迷惑をおかけしたこと

についてはおわび申し上げたいというふうに存じております。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 ３２ページのその他特別損失ってありますが、これ、どこの分ですか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課川口主幹。  

○上下水道課主幹（川口博司）  

 ただいまの御質問にお答えさしていただきます。このその他特別損失６，１

５０万につきましては、藤城池の取水塔の撤去費が２，８２０万、藤城池関連

の現状復旧費が１，５００万、藤城池の除却損というのがありまして、それが

１，８３０万で、合計６，１５０万になっております。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、議案第１９号に対する質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。討論ございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  
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 ないようでしたら、討論を終結します。  

 これより議案第１９号について採決を行います。  

 本案は原案のどおり可決することにいたしたいと思いますが、異議ございま

せんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 異議なしと認めます。よって議案第１９号  平成３１年度平群町水道事業会

計予算については、原案のとおりに可決すべきものと決定いたしました。  

 ここで、１０時３５分まで休憩します。  

（ブー）  

休    憩  （午前１０時１７分）  

 

再    開  （午前１０時３５分）  

 

○委員長（山口昌亮）  

 休憩前に引き続き、再開いたします。  

（ブー）  

○委員長（山口昌亮）  

 続きまして、議案第２０号  平成３１年度平群町下水道事業会計予算につい

てを議題といたします。  

 これより本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。はい、下中委

員。  

○委  員（下中一郎）  

 一つ、まあ簡単なことですねけども、初日の補正でも出てましてんけども、

３０年度、接続件数５００件余りと、新年度２００何ぼということで、かなり

減ってますわね。それはどういう原因ですかね。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課西口主幹。  

○上下水道課主幹（西口容弘）  

 ３０年度なんですが、緑ケ丘地域ＢＣ地区を当初計画しておりました接続が

ですね、浸入水過大ということで延期さしていただきました。３１年度としま

して、さらに緑ケ丘地区の接続に当たりましては、改築が必要ということで、

ＢＣ地区を予定しておったんですが、まず下流に当たりますＢ地区ですね、Ｂ
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地区に集中的に調査、それと改築工事を実施しまして、接続というところで、

３１年度についてはＣ地区の約２００件を接続を、今回計上してないことによ

りまして、３０年度に比べまして接続戸数が減ったっていうのが要因でありま

す。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 ということは、Ｃ地区の部分がいろいろな事情で編入できない、Ｂ地区だけ

ということですわね。  

 それとね、これ、３ページにも書いてますねけども、一時借入金の限度額２

億５，０００万となってますけどね、実際３０年度、その一時借り入れの状況

はどのようになってますかな。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課長。  

○上下水道課長  

 まず、３０年度ですが、第１回目の借入額が２，０００万円、１２月２５日

に借り入れをしております。返済予定は３月２９日、年度末ということです。

それに係る支払い利息は５２円ということです。２回目の借り入れにつきまし

ては、借り入れ予定日が３月１５日に４，５００万円を借ります。返済予定日

は同じく年度末の３月２９日でございます。その際の利息については１８円と

なっております。  

 企業会計になりましたので、従前の特別会計の場合は、町の会計課のほうに

工事費用だとか測量設計委託の委託費用だとかの伝票を回したらですね、会計

課のほうで処理してもらったわけなんですが、企業会計になりますと、自前で

処理をしないといけないということで、３０年度につきましても、あるいは３

１年度につきましても、一時借り入れを予定しております。  

 ３０年度と比べて、３１年度の借入金の限度額を上げましたのは、３０年度

に比べて建設事業費が増大しますので、その分不足する、年度途中に支払うべ

き工事請負費だとか、あるいは測量設計委託料なんかがふえるということで、

限度額をふやしております。  

 なお、企業会計につきましては、一時借入金の返済は年度末までというふう

に規定されておりますので、３月末をもって最終の返済日としております。  

 一方、その歳入についてもですね、工事請負費だとか委託料に対するその国

庫補助金、これは３月末にしか入ってこない。起債の借り入れについてもです
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ね、事業が終了してからじゃないと起債の借り入れができませんので、どうし

てもこれ、毎年度３月末、早くても３月末になるということで、それまでのそ

の工事費だとか委託費などの支払いに、どうしても資金が不足するということ

でございます。よって、前年度、３０年度については合計で６，５００万の一

時借り入れをしております。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、議案第２０号に対する質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。討論ございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、討論を終結いたします。  

 これより議案第２０号について採決を行います。  

 本案は原案のとおり可決することにいたしたいと思いますが、異議ございま

せんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 異議なしと認めます。よって、議案第２０号  平成３１年度平群町下水道事

業会計予算については、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。  

 続きまして、議案第２１号  平成３１年度平群町農業集落排水事業特別会計

予算についてを議題といたします。  

 これより本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。はい、下中委

員。  

○委  員（下中一郎）  

 ７ページ、工事請負費で３４０万ほど計上されておりますけども、これは本

体工事なのか、ポンプ工事なのか、その辺のちょっと具体的な内容をお願いい
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たします。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課西口主幹。  

○上下水道課主幹（西口容弘）  

 工事費の内容につきましては、主に施設管理の維持補修工事になります。工

事の内訳としましては、マンホールポンプ内に設置しますフロート水位計とい

うことで、水位を感知してポンプが稼動するものなんですが、これは基本的に

は消耗品っていうことで、年に２カ所程度交換してるもの、それを計上さして

もらってるものが５０万弱。  

 あと毎年行ってますマンホールポンプの点検で交換が必要になった箇所とし

まして、これもマンホールポンプ内の消耗部品になるんですが、マンホールポ

ンプ場、３カ所ほどありまして、それが４０万弱ですね。  

 あと、それとですね、来年度、３１年度でちょっと大きな補修工事をしまし

てですね、今現在、警報装置が故障してます。その代替としまして、パトライ

トによる、異常時パトライトが回って警報を知らせるっていうものを１１カ所

ですね、マンホールポンプの分電盤のところに設置を予定しております。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 パトライトというのは、あの大きい、何か配電盤みたいな上について、くる

くるっと回って異常を知らせるというポンプですかな。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課西口主幹。  

○上下水道課主幹（西口容弘）  

 今、委員おっしゃったとおりですね、分電盤のところにですね、異常降水に

なりましたらライトが回りまして、異常をお知らせして、それを見ていただい

た方、住民の方が役所に連絡いただくっていうような装置になります。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 それと、これは毎年の話ですけれどね、加入者が遅々と進まないというのは

難しいところですわな。現状でできるだけ、ほとんどの方が入っていただいた

らいいねけども、現在のところ、９０件対象で幾らぐらい入っておられますか。  
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○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課西口主幹。  

○上下水道課主幹（西口容弘）  

 現在の接続率です。直近の２月末の接続率としまして５８件、接続率で言い

ますと６４．４％となっております。今年度現時点での接続件数ですが、１件

ということでなっております。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 この対象が９０件やったと思いますわ、これね。それのうちの５８件という

ことで、６４．何ぼか接続ということですねけども、その対象の９０件からね、

もう順次減っていってるという部分もありますわな。もう数件ですわ、もうは

っきり言ったら、そこからね。やっぱりその辺の、実際家に住まないとか、も

う年いった人が１人で住んでるとかいうおうちがあってね、なかなか接続が進

まないのが現状やと思います。だからといって当初の対象は９０件っていうこ

とでよろしいねけども、若干その数を見直すということも考えてはどうかなと

思いますねけども、どうですかな。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、上下水道課長。  

○上下水道課長  

 今、御指摘いただいて、そう言われてみれば、確かにそういう状況もあるの

かなと思いますので、なるほどと思います。実際、その対象家屋が９０件、当

初からあったんですが、居住実態について、ちょっと改めて調査した上で考え

ていきたいと思います。  

 ただ、住居が残っておりますと、一応対象件数には入れなければいけないの

かなというふうにも思いますので、今後、その接続を進めていくに当たっては、

実際の９０件の中の居住実態等についても調査した上で、また進めていきたい

というふうに思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  
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 ないようでしたら、質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、討論を終結いたします。  

 これより議案第２１号について採決を行います。  

 本案は原案のとおり可決することにいたしたいと思いますが、異議ございま

せんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 異議なしと認めます。よって、議案第２１号  平成３１年度平群町農業集落

排水事業特別会計予算については、原案のとおり可決すべきものと決定いたし

ました。  

 説明員が入れかわりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○委員長（山口昌亮）  

 続きまして、議案第２２号  平成３１年度平群町学校給食費特別会計予算に

ついてを議題といたします。  

 まず、資料説明を求めます。はい、教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 それでは、４３ページ、資料ナンバー４０番でございます。地元野菜の使用

状況、地産地消事業でございます。まず、①では平成３０年度の野菜の使用状

況であります。野菜全体での地元野菜の使用料の比較でございます。４月から

１月までの実績分でございます。そして、②は地元野菜の使用状況、１７品目

の内訳でございます。そして、③では野菜使用状況、３７品目の内訳でござい

ます。  

 以上でございます。  

○委員長（山口昌亮）  

 これより本案に対する質疑に入ります。はい、山本委員。  
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○委  員（山本隆史）  

 資料請求さしていただきまして、御用意ありがとうございます。前年度と比

較さしてもらったんですが、前年度は１８品目をそろえていただいてたんです

が、今年度１７品目と。銘柄にすれば、平成２９年度にはロメインレタス、サ

ツマイモ、キャベツがあったのが減って、そのかわりに、平成３０年度にはピ

ーマンとサンドマメがふえているということであります。確かにこの地元野菜

は学校に提供しますので、一定の量がないとなかなか提供できないということ

もあると思います。また、天候によっては不作の年もあるので、提供できない

場合もあると思いますが、今、農家の方々の高齢化という問題もあるんですが、

その辺の状況ですね、ちょっと推移というか、教えていただけますでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長  

 失礼します。農家の方ですけれども、前年度と変わりはございません。ただ、

期間中に病気に、療養等必要になったという方、２件ほどあります。それと、

先ほどおっしゃられたロメインレタス、これは２９年度から入っていただいた

方なんですけれども、給食センターに納めるものというのが、生産が追いつか

ないというんですか、そういった状況があるので、今回は入ってないという状

況であります。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、山本委員。  

○委  員（山本隆史）  

 そうですね、地元野菜のトン数の総合計でいくと、２９年度は２，４７５キ

ロに対して、平成３０年度は２，０４２キロとなっておりますので、全体的に

もちょっと少し落ち込んでいると思います。これは状況によって本当、いたし

方ない部分があると思うんですが、小学校、中学校の生徒さんの健康、それか

ら地元、地産地消の考えっていうのは非常に大切なことであると思いますので、

引き続き努力して、ちょっとでもふやせるようにお願いしておきます。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、井戸委員。  

○委  員（井戸太郎）  

 私もね、地元産野菜はすごい大切だと思うんですけど、ただ、今、山本委員

さんもおっしゃられたように、ちょっと余り地元の方々が、本当に、どう言う

たらいいんですかね、体調を崩すほどまではもう無理させない、してもらわな
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いようによろしくお願いします。  

 やはり心配なのは消費税っていう件なんですけども、消費税に関しては、上

がる１０月以降はどのように、収支が厳しい中で、どう対応されていくのかな

ということをちょっとお聞きしたいです。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長  

 消費税の問題であります。まず、消費税に関しては、１０月から上がるとい

うことを前提に予算のほうを組ましてはいただいておりますが、正直なところ、

消費税の上がる以前の問題として、物価の上昇というのがすごく今取り沙汰さ

れています。特に、２月の末から３月にかけてですけれども、奈良県のほうで

主体になっていただいてる牛乳、それから米に関しまして、１本当たり、それ

からまたキロ当たりどれくらい上がるのかというのが通知がありました。牛乳

に関しては３円で、これ、パーセントに直すと６％値上がりです。米に関して

も大体１％から２％ということになります。牛乳に関しましては、この６％の

値上がりということで、年間大体７５万円から８０万円程度増になります。米

に関しましては、大体１５万円から２０万円程度というふうに試算を立ててお

ります。  

 特に物価の値上がり、それと消費税に関しましては、加工品になればなるほ

どその影響を受けやすいという状況は考えておりますけれども、今の段階にお

きましては、カット野菜等を使用せずに、給食費値上げをできるだけ抑えると

いう形、保護者の方に負担はふやさないというような形を、徹底して切り詰め

てやっていきたいというふうに考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 今の関連ですが、消費税１０％、１０月からなる予定ですが、あわせて軽減

税率も導入されます。これ、食料品と加工品がこのまま８％の据え置きになり

ます。それでも物価の値上がりで、大変厳しい収支の中での運営になると思う

んですけれども、やはり、数年前に１回給食費値上げしましたね。この物価の

値上がりは平群町だけの問題ではなくって、奈良県下、全国的にもなのかわか

りませんが、奈良県下も同じような現状だと思うんですね。近隣もいろんな連

携とられてると思いますが、今後、まさか給食費を上げるとか、私も給食費無

料化を質問させていただいてもらってる立場上ですね、やはり一般財源から何

らかの形で投入もしなければならないのではないかと思うんですが、その点、
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どのようにお考えでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長  

 今の御質問にお答えします。まず、軽減税率のほう、先ほどのお話の中で、

考え方の中で取りまぜてお話しさしていただけたらよかったかなという部分が

あると思います。軽減税率になるということで、食品の販売価格というのは８％

ということにはなってるかと思うんですが、流通過程の中で梱包代や輸送代、

それから燃料費、そういったことも含めて、大体試算では１．２％程度、消費

税は上がらないんですが、物価として反映、なっていくのかなというふうに考

えております。  

 その上ではあるんですけれども、まず近隣の状況です。奈良県下で学校給食

を実施主体というのが約４０あります。その中で公金化している団体が２４団

体です。２４団体のうち一般会計というのが１６団体です。それ以外が特別会

計です。この１６団体については、一般会計であるということで、予算流用に

よって対応できるのではないかということで、非常によその動向を見て、今特

に考えを持っておられないという状況です。新年度予算に対しても、何らかの

手だてを打っているというところはありません。  

 特別会計のところに関しましても、ちょっと申し上げにくいんですが、比較

的財政状況のそれほど緊迫してないというような状況のところでありますので、

そのときになって考えるというような回答であります。具体的な案を出されて

るところは、奈良県下の中では、今のところないようでございます。  

 私どもの平群町の中において、この不足する分についてというところではあ

るんですけれども、先ほど申しました牛乳と主食、それから最低限必要なもの

についても、これぐらい上がるという状況があるということ、それから、これ

がわかったのが２月の末から３月の頭にかけてということもありますので、今

後何らかの手だてが必要かなというふうには考えております。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 大変おいしくて、栄養のある学校給食を提供していただいてることは、本当

に感謝しております。やはり核家族で、また両方ともお仕事されてる中で、本

当にシンプルな食事になることもある中、やっぱり栄養価を考えてしていただ

いてますので、子どもたちの健康を守るために、この学校給食はもう本当にな
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くてはならないものだと思っております。  

 ですから、今お話を聞いてて、本当にぎりぎりの中で栄養士さんとともども

に考えられてると思いますが、できるだけ給食費の値上げという方向には行か

ないように、また、栄養の分も含めてですね、低下をしないように、大変難し

いことを言っておりますけれども、それをしないようにお願いしたいと思いま

す。  

 それでも、どうしても仕方がない場合は、やはりわずかでも一般会計からの

投入も考えていただかなければならないのではないかと思います。今、全国的

に学校給食無償化のほう、幼児教育もですが、学校給食も無料化の方向へ国も

動き出しかけておりますのでね、その点、センター長のほうからですが、西脇

町長、どのようにお考えでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、教育委員会総務課長。  

○教育委員会総務課長  

 次年度ですね、本当に１０月から消費税の関係がございまして、平群町にお

きましても２９年度に２００円も値上げさしていただいております。そして、

いろんな栄養が下がらないように、そしてまたおいしい給食が保てるように、

給食センターの中でも努力をしていくわけでございますけれども、今後、その

一般会計からの繰り入れという部分の御提案もいただきましたけれども、町財

政の関係もございますので、そこは今明言できる部分ではございませんので、

今後、推移を見ながら、おいしい給食をつくってまいりたいと思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 今、数字があれなんですが、滞納の額がですね、これちょっと出てましたか

ね。どちらかで、滞納額が何かふえてるように思うんですが、これはどのよう

に分析されておられますでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長  

 お答えさしていただきます。滞納に関しましては、現年分に関しましては納

付おくれというような形で、今、年度途中につきましては理解しておりますの

で、過去の経緯です。決算ベースで行きますと、２８年度が、これ、収納率と

いう考え方でいきますと９９．９３％、２９年度が９９．７９％という形にな

ってます。額的に言いますと、２９年度末ですけれども、額でいくと１５万８，
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５００円、これは実人数に直しますと８人です。給食の滞納というと、１カ月

当たりの滞納という形になりますので、月数に直しますと３９カ月です。  

 これに関しましては、年度途中に学校事務のほう、それか先生方を通じて、

子どもさんに知られることなくという形ではあるんですけども、連絡していた

だいて、収納していただいてるということがありまして、大体６０％の、額ベ

ースですけども、６０％の収納という状況になっています。そうですね。人数

的には５名の方がやっぱりかなりおくれながらではあるんですが、ちょっとわ

ずかずつでも入れていただいてるという状況で、今、対応している状況であり

ます。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 大変御苦労をおかけしますが、やはり滞納されてることを子どもたちにわか

らないような御配慮もいただいてること、今お聞きしてよくわかりましたが、

できるだけ、やっぱり公平公正ですのでね、よろしくお願いしたいと思います。  

 それから、もう１点。アレルギー対策も、これも本当にきめ細かな取り組み

をしていただいてることは評価をしたいんですが、３１年度、小学校１年生、

入られる方のアレルギーの、もういろんな調査でわかられてると思うので、何

名いらっしゃいまして、今、またアレルギー対策の取り組みについても御説明

願いたいと思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長  

 まず初めに、３１年度、新入生に対しての人数でございます。人数に関しま

しては、今現在、学校の養護教諭、それから私どもの栄養士と保護者の方と状

況確認をし合ってる状況であります。アレルギーの症状把握ということで、診

断書を出していただいた上というような形になる方もおられるんですが、費用

も伴うということで、なかなか出していただけないということもあります。そ

ういったことも含めて、今、事前に調整している段階であります。  

 今現在の状況なんですけれども、１月１日現在の状況というのがあります。

年度当初から数えまして、アレルギーの食品の種類というのは３種類減りまし

て、今、２１種類になっているんですが、人数的に言いますと３名ふえてる状

況であります。１人の方がやっぱり複数の食物アレルギーを持つという状況が

やっぱり多くなってきてます。  

 その中で給食センターの対応としましては、今現在、できるだけ皆さんに同
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じように食べていただけるように、アレルギー物質を含んでいない食材に置き

かえるというようなことをやってます。具体的には、カレーのルーであったり

とか、デザート、それは極力小麦や牛乳、卵を使わないものということをやっ

ております。  

 それとは別に、これ、もう通常の分になるんですけれども、卵アレルギーの

ある方、今現在８人おられます。この方につきましては、全ての方に卵の抜い

たパンを提供すると。それと、あと牛乳のアレルギーの方、これ、１０人おら

れますけれども、この方にも全員の方に牛乳以外のものを対応してるという状

況であります。  

 今後ですね、給食を実施していく上で、アレルギーではないんですけれども、

特定の宗教、イスラム教の方も若干おられるということで、この方に対しても

豚肉が含まれないというものをという御要望あるんですけれども、可能な限り

は御要望というんですか、子どもたちにとって協調の場、社会性を養う場とい

うところで、給食も同じような考え方でつくっていきたいというふうに考えて

おります。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 全体で、今現在でアレルギーのお子さんは何名でしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長  

 今現在で３０名です。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 小中学校あわせて３０名ということで、今お聞きしまして、本当に大変それ

ぞれ、テレビコマーシャルでもありますが、パンが食べれるということで、お

子さんが、あのコマーシャル見て、大変、何か何とも言えなくなるんですけれ

ども、本当に御苦労していただいてることはよくわかります。新年度に当たり

ましても、また新たなアレルギーのお子さんがまた出られると思うんですけれ

ども、もうぜひとも細心の注意を払っていただいて、アナフィラキシーですか

ね、そういうことで事故のないようにだけ、くれぐれも御注意をいただいて、

今後とも安全な学校給食の提供をお願いしておきたいと思います。  
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○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、井戸委員。  

○委  員（井戸太郎）  

 最後に１点だけ。こういう逼迫する財政の中で、一般会計繰り入れとかね、

国が動いてくださったらいいんですけども、ただ、基本的に人件費はちょろま

かしてるわけで、材料費という意味で、かと言って値上げも厳しくなってくる

と、やはり質という意味では落とさざるを得ないのか、その辺、すごい難しい

ところだと思うんです。  

 やっぱり、すぐにって言うわけじゃないですけども、近い将来、やはり安全

なもう外国産も取り入れなければいけないのではないかと私は思うんですけど

も、そういう、かと言って、外国というのはやっぱり場所によっては物すごく、

私も聞きますけどよくない、そのかわり安いというところがあるので、外国で

も安全な食材を提供できる国、もしくは地域があると思うんですね。そういう

ところもちょっとずつ研究、近い将来とか遠い将来かわかんないですけど、そ

のために、準備のためにも、少しずつ調査していただきたいなと思うんですけ

ども。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長  

 食材のほうに関しましては、入札制度をとっております。ただ、その入札を

行うに関しましては、仕様書、企画書っていうのは厳密にさしていただいてま

す。委員おっしゃられるように、国産だから安全、外国産だからそうじゃない

という考え方はもちろん持っておりません。ただ、給食に関しましては、産地

ももちろん大事ではあるんですが、その流通過程、温度管理っていうのが非常

に大事になってくると思ってます。もちろん流通過程が長くなればなるほど、

そういう保存基準、マイナス何度以下でありますとか、そういったことってい

うのが非常に守られにくくなってくる状況というのが想定されます。ですので、

そういった流通過程も踏まえた上で、安全な食品の準備っていうんですかね、

そういったものに努めてまいりたいと考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 給食費、事業収入で徐々に小学生が減ってきてるように思いますねけども、

現実、そうですかな。  

○委員長（山口昌亮）  
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 はい、学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長  

 毎年減ってきております。今回ですと、小中あわせてですけれども、給食費

に関係する部分ということでは、大体５０人弱ぐらい減った分で、この事業収

入が減ってるというような考え方をしております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 ということは、小学校を卒業したら、中学校へ大体行きますわな。ここの場

合はね。だから、中学校は、あと三、四年は横ばいの数字かなと思いますわ。

ただ、小学校の低学年になるほど入学してくる子どもが少ないと思いますわ、

確かにね。というて、すぐに人口増大するというわけにもいきませんしね。難

しい部分もあると思いますけれどね。これ、だんだん先細りにはならないとは

思いますけどね。やっぱりできるだけ平群町に住んでいただいて、平群町の小

学校に通っていただくという、そういう施策が必要やと思いますねけどね、そ

こはセンターだけと違うて全体の話ですねけども。そういう施策が必要だとは

確かに思いますねけども、ことし実際のところね、小学生何人ですの。新入生。

わからんか。  

○委員長（山口昌亮）  

 学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長  

 給食費の試算の段階では、約４０人程度減というふうに考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 このようにしてね、年々減っていくというのは非常に厳しい状態ですのでね、

事業収入が減るというだけと違うてね、人口減ということですので、ちょっと

西脇町長にお伺いしますけどね、町長、人口増に対してね、やっぱりいろんな

施策が必要やと思いますねけどね、その点、どのように考えておられるのか、

それだけちょっとお願いします。  

○委員長（山口昌亮）  

 町長。  

○町  長  

 確かに少子・高齢化ということで、人口減少がどんどん進んでおります。平

群町でも定住促進とか、子どもの医療費の無料化、高校３年生までというのも
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引き続いて、子育て支援に対しての施策を講じてまいりたいというふうに考え

てます。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、議案第２２号に対する質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 討論ございませんね。  

 これより議案第２２号について採決を行います。  

 本案は原案のとおり可決することにいたしたいと思いますが、異議ございま

せんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 異議なしと認めます。よって、議案第２２号  平成３１年度平群町学校給食

費特別会計予算については、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 説明員が入れかわりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○委員長（山口昌亮）  

 続きまして、議案第２３号  平成３１年度平群町介護保険特別会計予算につ

いてを議題といたします。  

 まず、資料説明を求めます。はい、福祉課長。  

○福祉課長  

 それでは、資料ナンバー４１番、最後のページです。４４ページです。認知

症施策一覧を載せております。施策として１から５、５項目あります。各項目
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ごとに事業内容、そして３０年度の実施状況、そして３１年度の計画を載せて

おります。よろしくお願いをいたします。  

○委員長（山口昌亮）  

 これより本案に対する質疑に入ります。質疑応答ありませんか。はい、窪委

員。  

○委  員（窪  和子）  

 今、資料４１、提出していただきましたが、認知症対策施策、県下の中でも

私は平群町、本当に何て言うんですかね、評価を、この事業に対して評価をし

たいと思います。そこでちょっと何点かだけ御確認をさせていただきたいんで

すが、２番目の認知症の容態に応じたサービスの提供、これ、ホームページに

掲載していただいてますね。認知症初期スクリーニングソフトということで、

私もこれ、提案させていただきましたが、大変件数、１年間でも、１月末まで

ですが、件数が多いと思います。これ、ホームページのですね、やはりトップ

ページに置いていただいてるんですね。そういうこともあるのかなと思うんで

すが、どのようにこの点についてはお考えでしょうか。継続実施になっており

ますが、お尋ね、まずしたいと思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 ただいま御質問ありました認知症初期スクリーニングソフトについてでござ

います。今、委員おっしゃっていただきましたとおり、ホームページのトップ

ページに掲載をさしていただいておりまして、非常にアクセスしやすい状況で

あると思います。件数につきましても、今年度も１，０００件を超える件数の

アクセスがあるということで、引き続き、これにつきましてもホームページの

トップページで掲載をさしていただいて、皆さんが認知症について関心を持っ

ていただく、また、これでスクリーニングをしていただくということを継続し

て行ってまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 ５番目ですが、本当にいろんな地域で見守るシステムづくりいうことで取り

組んでいただいておりますが、この高齢者見守りネットワークの現状ですね。

できてるところもあれば、なかなか大変なところもあるのかなと思うんですが、

この現状をもう少し詳しくと、それから、２点目のＳＯＳネットワークを開始

し、７月からＱＲコードシール登録者に配布、住民事前登録者数１３名、これ
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は登録された方が１３名ということなのか、もう少しこの点も詳しく御説明願

います。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 ただいま御質問いただきました地域で見守るシステムづくりということで、

高齢者見守りネットワーク、また、認知症高齢者のＳＯＳネットワークについ

ての御質問でございます。  

 地域の中で、やはり認知症の方を支えていく仕組みづくりというのは非常に

大切であると考えておりまして、高齢者の見守りのネットワーク、これは地域

の中で、事業者であったりとかに御協力をいただいた上で、何か変化があった

ら連絡を入れていただくような仕組みづくりということで進めさせていただい

ておるところでございます。  

 あわせて、認知症高齢者のＳＯＳネットワークにつきましても、これはいわ

ゆる徘徊と言いますか、今は徘徊という言葉は余り使わないんですけれども、

外に出られて道に迷って帰ることができなくなってしまう高齢者の方々を見守

っていくシステムということで、事前に家族の方、御本人であってもあれなん

ですが、登録をしていただきまして、その登録をしていただきましたこの１３

名の方を名簿として役場福祉課と地域包括支援センターと、また西和警察とで

情報共有をしております。  

 もし万が一ですね、この方々が行方不明といいますか、道に迷っておられる

場合に、このＱＲコードシールというのを７月から配布をしておるんですけれ

ども、そのＱＲコードシールを携帯、スマホなどでかざしていただきますと、

それぞれ役場、包括、また西和警察の連絡先が表示をされます。そこに御連絡

をいただきますと、そのシールに通し番号で番号が振られておりますので、そ

れぞれの機関が持っております各名簿と照らし合わせた上で、早期にその方の

身元を特定し、なおかつ、家族また緊急連絡先に連絡を入れることができると

いうことでの仕組みづくりに努めさしていただいてるところでございます。１

３名が登録されております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 ありがとうございます。３０年度も行方不明者が何回か発生して、防災行政

無線で流していただいて、もう本当に消防団やら町職員の皆さんに本当に探し

ていただいたり、また、住民も大変不安になっていた現象が何回かあったと思
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うんですね。それでまた見つかった場合は、丁寧な対応等々で発信もしていた

だいておりましたが、これ、今現在１３名ということなんですが、直近の認知

症、平群町の認知症者の現状、人数ですね、わかりましたら教えてください。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 今現在、認知症の方の現状ということでの御質問であったかと思いますが、

申しわけございません、ちょっとまた古いデータではありますが、平成２８年

度時点での数字で５３９名がいらっしゃいまして、全体の要介護認定者のうち

ではございますが、４６．４％の方ということで数字のほうとしては把握をし

ております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 医療機関で認知症と診断された方が２８年度で５３９名、認知症の疑いのあ

る人はもっといらっしゃると思うんですね。５３９名も、それぞれ個人情報で

すけれども、その分として、１３名までＱＲコードが御登録をしていただいた

ことは評価したいんですが、やはりもう少し登録に対する進める取り組みをし

ていかなければならないのかなと思うんですが、その点どのようにお考えでし

ょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 事業としていたしておることの内容につきまして、広く皆さんに周知をして

いくっていうことも、これ、基本的な部分であるというふうに考えております。

今年度におきまして、成年後見制度とあわせまして、今、委員御質問いただい

ておりますように、認知症高齢者のＳＯＳネットワークの案内について、これ、

広報に折り込みをさしていただきまして、全戸配布もさしていただいたところ

ではあります。  

 それでも、今のところ登録者１３名というところでございますんで、今後も

引き続き、これらの制度事業について幅広く周知をさしていただいた上で、気

軽にと言うたらあれですけれども、登録をしていただく方が１人でも多くふえ

るように努めてまいりたいというふうに考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  
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○委  員（窪  和子）  

 なかなか強制でＱＲコードを持ってくださいということは、それはもう不可

能ですので、もう少し、これを持っていたら大変安心なのでというか、そのよ

うな状況でのまた優しい発信をして、登録者をふやしていただきたいと思いま

す。  

 それから、最後に、４点目の、やはり介護をする方への支援というところに

なるんですが、オレンジカフェ等々も大変開催していただいて、支援者の情報

共有の場づくりもしていただいてることはこれでよくわかるんですが、何せ個

人情報になりますので、町内で近くでいろんな支え合うということも大事なん

ですが、県での取り組みとの連携等はどのようにお考えでしょうか。  

 もう１回言いましょうかね。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 現実に町内の方で、やはり御自分の配偶者がそのような状況になっているの

でね、なかなか町内で自分の配偶者の状況を言うのが、やっぱり個人情報なの

で、県の取り組みのところへ行く機会をもっとふやしたいと思うと、そういう

ようなお声もいただいたわけなんですね。身近でいろんなことを相談する場も

必要ですけれども、県で講演会とか、そういうことがあったときへの、そのま

た周知ですね。そこへ行ってくださいとか、そんなんではなくって、こういう

こともありますよということをね、町の取り組みとあわせて県での取り組みも

周知することも大事なのかなと思うんです。その点、どのようにお考えでしょ

うか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 今、委員おっしゃっていただきましたとおり、町内だけの取り組みでは不十

分な点もあるかと思いますし、県も積極的に認知症対策に取り組んでおるとこ

ろでございますんで、県が主催する講演会であったりとか、そういった部分に

つきましても、町のほうでも積極的に今後も広報していきたいというふうに考

えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。稲月委員。  

○委  員（稲月敏子）  

 介護保険料の問題で質問させてもらいます。２月の２６日に介護保険の運営
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協議会が開かれたわけで、そこで示された資料、報告された中身では、決算見

込みの実質単年度収支が９，１６８万円の黒字になるということで、そして、

翌年返還金ですか、それが５，６７８万円、それを引いたとしても３，５００

万円近い剰余金が出てくるというね、こういう決算見込みが出されています。

こういう点について、今、当局としてはどのような分析をされていますか、お

尋ねします。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 介護保険の給付の状況についてということであると思います。今おっしゃっ

ていただきましたようにですね、平成３０年度の決算の見込みということで、

先般開催をいたしました運営協議会の中で資料としてお示しをさしていただい

てるところでございます。予算総括審議の中でも、課長のほう、答弁もさして

いただいたと思いますけども、現に３，４００万の積み立てが起こり得る可能

性があるということでございます。  

 それの要因ということでございます。予算に対しての決算というところで、

それぞれのサービスの見込みに対して予算のほう、積算をさしていただいてお

るわけでございます。大きな今年度、平成３０年度決算見込みで給付が少なく

なったという点におきましては、施設サービス給付費ですね、特に老人保健施

設であったり、また介護医療院、療養型病床群の利用の方の人数が少なかった

という点が大きく、この給付が予算を下回るという状況であったというふうに

分析をしております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 ２２ページの任意事業費で委託料が９３３万計上されておりますが、３０年

度は８４０万でありました。これの、配食サービスや緊急通報サービスのこと

だと思うんですが、もう少し簡単に内容の御説明願いたいと思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 失礼します。地域支援事業費の任意事業費の事業・業務委託料の点について

の御質問であるかと思います。この事業費の中ではですね、高齢者の会食サー

ビス事業がまず１点、次に配食サービス、緊急通報サービス事業、この３点を

任意事業の事業・業務委託料ということで計上さしていただいておるところで
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ございます。  

 具体的に、３１年度予算、前年度と比較をいたしましてふやさしていただい

ております。これにつきましては、緊急通報サービスの利用が年々ふえてきて

おります。その分について増額をさしていただいております。また、高齢者の

会食サービスにつきましても、参加される方の人数がふえてきてるということ

もございまして、そういった点で予算のほう、増額で要求さしていただいてる

というところでございます。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 大変大事なことだと思います。それでは、配食サービスの今受けられている

人数ですね、上がり下がりが月によって違うと思うんですが、それから、緊急

通報サービスの、今、直近でわかる人数、教えてください。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 ただいま御質問いただきました配食サービスと緊急通報サービスの現時点で

の利用者数でございます。今年度、３０年の９月末現在の数字ということで御

理解よろしくお願いしたいと思いますが、月当たり、配食サービスにおきまし

ては６９名の方の利用がございます。３０年３月時点と比較をいたしましたら、

１１名の増ということでございます。  

 次に、緊急通報サービスの利用状況でございます。これにおきましては、９

月末現在の利用で、延べ１，０１１件の、これは４月から９月までですね、月

平均で１６９件の利用をいただいておるというところでございます。  

 以上です。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。はい、下中委員。  

○委  員（下中一郎）  

 ちょっと初歩的なことで申しわけないんやけど、２２ページ、委託料６３５

万ですかな。何か安心見守りということでお聞きしていますねけども、ちょっ

と具体的によろしくお願いしたいと思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 生活支援体制整備ということで予算を要求させていただいております。これ
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につきましては、今年度からですね、安心見守り事業ということで、それぞれ

の地域で地域支え合い推進員さんのほう、委嘱をさしていただきまして、今現

在も御活動をしていただいてるところでございます。  

 それとあわせてですね、地域の中で今後高齢者の方々を支えていく仕組みづ

くりということで、いわゆる、よく言われます公助、共助、互助、その点につ

きまして、地域の中で支え合っていく仕組みづくりを、今後も安心見守り事業

以外にですね、どういったことがやっていけるのかということについて、それ

ぞれ考えていただく、また、どういった事業をしていくことにつきましてやっ

ていくということで、地域包括支援センターが主になって事業のほうをしてく

れるわけでございますが、その部分についての人件費などを今回ここに計上さ

していただいてるということでございます。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 今の関連なんですが、その地域支え合い推進員さんていうのは、各自治会で

の取り組みになるのでしょうか。まずお尋ねしたいと思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 地域支え合い推進員のことについてでございます。我々といたしましては、

それぞれの自治会で、やはり推進員さんのほうを御推薦をしていただきまして、

それぞれ活動をしていただきたい旨が一番ではあるんですけれども、それぞれ

やはり地域の中での自治会の中での取り組み方というのがございますんで、今

現在におきまして、それぞれ各自治会において推進員さんが必ずいらっしゃる

というような状況ではございません。  

 ただ、町としましても、それぞれ各自治会のほうで、やはり推進員さんのほ

うを設置をしていただいてですね、民生委員さんと一緒になって地域を見守っ

ていただける体制づくりについて、今後も協力のほうを求めてまいりたいとい

うふうに考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 今おっしゃったように、民生委員さんが中心でされておられて、活発にされ

てる自治会もあれば、なかなか支え合い推進員になっていただくのが少ないと

ころもあって、大変御苦労をおかけしておりますので、そこは町としてもしっ
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かりと、このような新しいですかね、人件費もされてやっておりますのでね、

各自治会の地域性もありますので、しっかりとフォローしていただくことをお

願いしておきたいと思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、稲月委員。  

○委  員（稲月敏子）  

 総括審議のところで山口議員も指摘をしていますけれども、総給付費ですね。

第７期の計画では２０億１，７７６万９，０００円となってますけれども、今

回のこの３１年度の予算では１７億１，４５０万円というふうに記載をされて

るわけですけども、この差ですね、３億円以上少ない額になっているんですけ

ども、これはどういうわけですか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課松本主幹。  

○福祉課主幹（松本光弘）  

 計画による給付費の見込みと、今回予算要求させていただいております給付

費の差額が約３億程度あるということで、それの原因といいますか、での問い

合わせ、御質問であるというふうに思います。  

 計画につきましてはですね、それぞれのサービスの見込みを算出、積み上げ

をして、３カ年の計画を策定していくというものです。地域の中でのサービス

基盤の充実度によって、そこの介護保険料、介護給付についてはそれぞれ差が

出てくるわけでございますが、計画の中ではそれぞれの、やはり介護サービス

基盤の利用状況なども含めてですね、それらを勘案した上で計画策定をしてい

く。そういった中で、見込まれた数値が３１年度は２億ちょいであるというふ

うなことです。  

 予算として今回お示しをさしていただいております額につきましては、過去

何年間の実績を踏まえまして、それぞれ伸び率、利用状況などを勘案した上で

積算をさしていただいてる分でございますので、そういった点で数字の差異が

出てくるということでの御理解でお願いいたしたいと思います。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、稲月委員。  

○委  員（稲月敏子）  

 ということは、実績、実際１年経過をした中で、やっぱり計画とは違うんや

ということが実際出てきたということですよね。この予算で少なくなってると

いうのは。そういうふうに私は捉えていますけども、そういうとこら辺で言え

ばね、どんどんこの計画、最初の第７期の計画との差というのは大きくなって
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くるっていうんかな、そういうのが６期を見ててもね、考えられるというふう

に思います。このことで言えば、やっぱり途中でも見直していけへんかったら、

どんどんやっぱり余剰金が積み上げられて、基金がふえていくという状態にな

っていくんではないか。保険料を支払っている被保険者の方々は、それだけ分、

違う見込みの計画のもとでね、たくさんの保険料を払わなければならないとい

う、そんな悪循環に陥っているんではないかというふうに思います。  

 だからね、やっぱりその３年を経過をした時点で考えるというふうに、介護

保険の運営協議会のほうでもおっしゃったわけですけれども、やっぱりこれだ

け差が出てくるという、１年であってもこんだけの差が出たということをやっ

ぱりしっかり見つめてもらって、途中であっても引き下げをしていく、そうい

うことをやっていかなあかんのではないかというふうに思っています。  

 あくまでも、今、担当課、それから町長も含めてね、基金をさらにふやし続

けていくというね、莫大なる基金をつくっていきたいという立場でお考えなん

でしょうか。その辺ちょっとお伺いします。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、福祉課長。  

○福祉課長  

 期の途中であっても、基金が積み上がってるんで、見直して引き下げたらど

うかっていう、そういった稲月委員の御意見です。町としましては、以前から

申し上げてるとおり、３年を１期ということで考えております。３年を１期と

して７期を計画したときに、基金から１億５，０００万を取り崩すっていう計

画で保険料を設定しました。１２月議会でも資料請求がありまして御提示さし

ていただきましたとおり、奈良県下でも８番目に低い保険料の基準額であった

ように思います。  

 そういったところで、期の途中で引き下げろっていう御意見ですが、町とし

ましては、３３年から第８期が始まります。３２年にまた新たな計画を立てる

ということですので、３２年には策定委員会の中で十分協議いただきまして、

そして十分引き下げる余地があれば、それは引き下げをさしていただく、この

ように考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  
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 ないようでしたら、議案第２３号に対する質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。はい、稲月委員。  

○委  員（稲月敏子）  

 それでは、介護保険特別会計については、反対の立場で討論をさせていただ

きます。  

 町が介護保険運営協議会で示した今年度の決算見込みの総給付費１６億３，

７００万円、７期の計画１８億３，４００万より２億円近くも少ないというこ

と、新年度予算も計画より、先ほどの答弁にもありましたように３億円少ない

状況、結果として、計画の総給付費が過大になったということになります。１

号被保険者の保険料負担は、総給付費の２３％で設定をされていると、そこか

ら基金の取り崩し１億５，０００万円を引いた額で設定をされております。  

 しかし、今年度の決算見込みと新年度予算案から、今年度からの第７期の総

給付費は２年間で計画を５億円も下回っているということになります。計画と

実績の伸び率から試算をすると、７期最終年の２０２０年度には、実績が４億

５，０００万円を下回る可能性もあります。３年合計をすると９億５，０００

万円にも余剰金が積み上がっていくということにもなります。１号被保険者の

これは支払い過ぎということがはっきりしてまいります。これが、支払い過ぎ

が２億２，０００万円というふうになると考えられます。  

 当然取り過ぎた保険料は速やかに引き下げるべきであり、町はそれを今拒否

をされて、新年度予算案も取り過ぎる保険料を計上をされているということか

ら、私は、本年、この予算案には反対をさせていただきます。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。山本委員。  

○委  員（山本隆史）  

 議案第２３号  平成３１年度平群町介護保険特別会計予算につきましては、

第７期介護保険策定委員会の御意見を引き続き尊重し、賛成の立場で討論をい

たします。  

 介護保険料は、先ほど課長も述べられましたように、基本的に３年を１期と

して、黒字が出た場合は次の期で上がり幅を抑えていくことが介護保険法でも

定められており、平成３１年度は第７期２年目の予算となります。平成３１年

度予算では、介護予防や日々の暮らしをさまざまな側面からサポートする地域

支援事業費を平成３０年度予算より１５２万２，０００円増額していることな

どから、さらに支援活動に力を入れている予算となっています。また、介護保

険運営協議会も年２回実施されていることから、第８期に向けて適正に運営協

議されていることになっております。よって、平成３１年度平群町介護保険特
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別会計予算は賛成といたします。  

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、討論を終結します。  

 これより議案第２３号について採決を行います。  

 本案について原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。  

 

賛成者挙手  

 

○委員長（山口昌亮）  

 挙手多数であります。よって、議案第２３号  平成３１年度平群町介護保険

特別会計予算については、原案のとおり可決すべきものと決定されました。  

 説明員が入れかわりますので、しばらくお待ちください。  

 

説明員交代  

 

○委員長（山口昌亮）  

 続きまして、議案第２４号  平成３１年度平群町奨学資金貸付事業特別会計

予算についてを議題といたします。  

 これより本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、議案第２４号に対する質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、討論を終結します。  
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 これより議案第２４号について採決を行います。  

 本案は原案のとおり可決することにいたしたいと思いますが、異議ございま

せんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 異議なしと認めます。よって、議案第２４号  平成３１年度平群町奨学資金

貸付事業特別会計予算については、原案のとおり可決すべきものと決定しまし

た。  

 説明員が入れかわりますので。  

 

説明員交代  

 

○委員長（山口昌亮）  

 続きまして、議案第２５号  平成３１年度平群町後期高齢者医療特別会計予

算についてを議題といたします。  

 これより本案に対する質疑を行います。質疑ございませんか。はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 ８ページですが、保健衛生普及費、検査検診委託料２００万円計上されてお

りますが、後期高齢者の皆様の人間ドックの費用だと思うんですが、件数、何

件を予定されておりますでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課北川主幹。  

○健康保険課主幹（北川貴史）  

 ３１年度は１００名の予定で、１００名掛ける２万円ということで２００万

計上させていただいております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 これは日帰り２万で、１泊３万の分でよろしいんでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課北川主幹。  

○健康保険課主幹（北川貴史）  

 検査検診委託料につきましては、契約をさしていただいてる五つの医療機関
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に対しまして、一応予算上は２万円掛ける１００名ということで予算を組んで

おりますが、１泊３万円の分もございます、確かに。その場合はその中でいけ

るという判断で、一応予算計上としては１００名掛ける２万円という計上をさ

せていただいております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 ３０年度の実績見込みでわかる範囲でお答え願いたいことと、それからこれ

は後期高齢者、広域連合から全て来てると思うんですけれども、これはこのま

ま継続して広域連合から補助金いただけるのでしょうか。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課北川主幹。  

○健康保険課主幹（北川貴史）  

 まず、３０年度の見込みですが、今現在９４件の支出見込みとなっておりま

す。金額といたしましては、決算見込みで１８８万ということで決算見込みを

持っております。  

 それと、３１年度以降の人間ドックの関係なんですけども、広域のほうから

補助金をいただいておりますが、国からの広域への補助金が減額になるという

ことになっております。具体的に行きますと、平成３０年度は１００％、平成

３１年度につきましては５０％、平成３２年度につきましては２５％、平成３

３年に廃止というふうな、補助金自身が廃止というふうになっております。  

 ただ、この補助金につきましては、人間ドック分と健康診査分ということで

二つに分かれてきております。健康診査分につきましては１００％いただける

んですけども、人間ドックの分につきましてはこういう形で廃止されていくと

いうことで、今聞いております。ただ、３１年度廃止になるということで、一

般会計の繰入金ということで増額さしていただいておりまして、その分で２万

円を維持していきたいというふうに考えております。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、窪委員。  

○委  員（窪  和子）  

 国からの分が３３年度に廃止になるから、広域がその分を全て負担するとい

うことはないと捉えるんですか。３３年度から全て町単独っていうんですか、

町単独になるんですかね。その点、ちょっと詳しく説明してください。  

○委員長（山口昌亮）  

 はい、健康保険課北川主幹。  
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○健康保険課主幹（北川貴史）  

 平成３１年度につきましては、そのまま２万円ないし３万円の補助というふ

うに考えております。ただ、この通達が来ましたのが、昨年の１２月ぐらいに

こういうことになりますよというふうな通知が来ましたんで、平成３１年度に

ついてはもう廃止が、周知の関係もありますので、減額、廃止というのはでき

ないという判断で、３１年度はそのまま２万円を補助すると。ただ、３２年度

以降につきましては、まだどういうふうにしていくかというふうな方針ってい

うのが出ておりません。ただ、健康のためという、予防という部分も含めまし

て、必要であるというふうに考えておりますので、額を少なくしてでも、人間

ドックの助成事業というのはやっていきたいと担当者としては考えております。 

○委員長（山口昌亮）  

 ほかにございませんか。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、議案第２５号に対する質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、討論を終結します。  

 これより議案第２５号について採決を行います。  

 本案は原案のとおり可決することにいたしたいと思いますが、異議ございま

せんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 異議なしと認めます。よって、議案第２５号  平成３１年度平群町後期高齢

者医療特別会計予算については、原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。  

 説明員が入れかわります。しばらくお待ちください。  
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説明員交代  

 

○委員長（山口昌亮）  

 続きまして、議案第２６号  平成３１年度平群町用地先行取得事業特別会計

予算についてを議題といたします。  

 これより本案に対する質疑に入ります。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、議案第２６号に対する質疑を終結します。  

 これより討論に入ります。  

 

「なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 ないようでしたら、討論を終結します。  

 これより議案第２６号について採決を行います。  

 本案は原案のとおり可決することにいたしたいと思いますが、異議ございま

せんか。  

 

「異議なし」の声あり  

 

○委員長（山口昌亮）  

 異議なしと認めます。よって、議案第２６号  平成３１年度平群町用地先行

取得事業特別会計予算については、原案のとおり可決すべきものと決定いたし

ました。  

 以上で、当委員会に付託を受けました議案の審査は全部終了しました。  

 町長、閉会に当たりまして御挨拶をお願いいたします。はい、町長。  

○町  長  

 それでは、閉会に当たりまして御挨拶申し上げます。予算審査特別委員の皆

様におかれましては、平成３１年度の一般会計、各特別会計の予算につきまし

ては、２日間にわたり慎重審査いただきまして、本当にありがとうございまし

た。そして、１１議案全て可決をいただきまして本当にありがとうございます。

定例会の本会議におきましても可決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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○委員長（山口昌亮）  

 長時間慎重審議いただき、ありがとうございました。  

 本日の委員会はこれをもって閉会いたします。  

（ブー）  

閉    会  （午前１１時５４分）  

 

 


